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東日本日本海側多雪山地における山地湿原の縮小要因
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The factor in the reduction of alpine moors in the heavy snow areas along the 
Sea of Japan in eastern Japan. 
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A lot of moors with peat layer are distributed in the mountainous area of Tohoku and Kantou districts along the 
Sea of Japan. The vegetation and it's history of the moors have been studied in detail.The landscapes and vegeta鵬 
tions peculiar to the area along Japan Sea. Recently reported that the vegetation of the alpine moors was reduced. 
However，the process of the reductions and environmental factor influencing on it have not been discussed system幽 
atically in detail.However，knowledge conceming the reduction of the alpine moor is not enough. Then，we re同 
viewed the factor of the reduction of出emoor based on references published so far. We discussed geographical 
distribution and reduction factor of sub-alpine moor，in relation with the development of the Pseudo-Alpine Zone. 
The alpine moor is sustained by the cold and wet environment produced by heavy snowfall. The coniferous forest 
once confirmed with the past climate change is expanding to the moor. In addition，we pointed out the change of 
annual snowfall as an important meteorological factor. 
1. はじめに
関東地方北部から東北地方衛部の群馬県，栃木県，新潟県，
福島県の 4県が墳を接する地域では，標高1，000m""'-2，OOOm 
を越える山地に泥炭を形成する湿原が数多く分布している 
[20J.この地域は，亜高山性針葉樹林が発達するはずの標
高城でも針葉樹林が発達せず，代わりに高山低木林や雪田植
生が分布するなど景観的に特異である [25J.そのため，こ
れらの温風に関する穂組成や成因に関する研究，植生史の研
究が多く行われている.これらの研究によって，湿原は周北
と時ばれる北方系の植物種群や，残雪に適応した植物
種群によって構成されていることが明らかにされた [10J[1J 
[24J [25J.これらの植物種の分布の検討から，これらの植
物種は極域のような寒冷な地方の植物種が氷期に日本まで分
布を南下させたが，その後に気候が温暖となったため，残存
種として分布していると考えられている [9J[43J.また，
この地域の大峰沼 [8J，日光戦場ケ原 [40J[49J，尾瀬ケ
原[6 J [7 J [8 J [34J [35J [36J鬼懇沼滋原 [18J[39J 
などでの溜原堆積物の花粉分析から，混原周囲の森林におけ
る植生変遷と気候変動との関連が論じられた.これらの研究
からこの地域は過去において現在よりもさらに多雪な環境に
あったため森林が成立せず，草地や漉原 [37J[38Jが広がっ
ていたが，積雪量の減少によって盟高山性針葉樹林が拡大し，
かつての草地や漉原が縮小したと示唆された [19J[20J [21J 
[26J [27J [45J [46J [47J. 
近年，この地域北部に位置する平ヶ岳および会津駒ヶ岳で、
は，オオシラピソなどの亜高山性針葉樹林を構成する植物が
温原へ侵入してその面積が縮小していると報告されており 
[46J [47J [48J [51J，その要因として積雪量の減少が挙げ
られている [53J. しかし，これまでこの地域の混原で行わ
れてきた研究は，花粉分析に基づく長期の時間スケ}ルでの
植生変化を対象としてきたために，湿原植生の構成種の変化
とその過程についてはまとまった知見がなく，現在進行して
いる湿原の縮小とそれに伴う森林の拡大を長期の植生変遷の
一部として位置付けることができなかった.
そこで本論では，現在発生している温原の縮小過程とその
要因の解明のための恭礎的な知見を得ることを目的とする.
その際，森林が成立できない立地が福原になっている点と，
湿原植生に森林構成樹種が侵入している点に着目して， 1) 
湿原の立地環境と縮小要因， 2)針葉樹林の非成立立地であ
る偽高山帯の成立過程と針葉樹の拡大を総説する.その上で，
温風と森林の植生境界がどのような環境要因によって決定さ
れ，ぞれがどのような環境変動によって移動するかを検討す
る. 
2. 山地温原の立地環境と縮小嬰図
日本の山地湿原は山地の斜面や凹状地・河川部沿いに発達
し [28J，そこには降水のみにより油養される高層混原も含
まれる.山地温原が発達するためには泥炭が集積することが
必要で，それには楠物が生育し，その遺体が分解しないこと
が条件となる [32J[3J.本州中部山地の高標高城では，
期には植物の遺体が分解する温度にまで気温が上昇するため，
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山地湿原の成立と存続には残雪がもたらす低温と水分による
植物遺体の分解の抑制が必要である [21J.
夏期まで残雪が残る多雪山地では，稜線部周辺に小規模な
湿原が散在している.湿原の成立要因となる積雪は局所的な
地形や季節風の吹き方によって左右されており，地形によっ
て風の強さや向きに変化が生じて積雪深が不均…になってい
る [4J [2J.これに応じて，稜線部では森林や低木群落，
革本群落などがそザイク状に分布する[3 J [2J [4J .こ
の様子を第 1図に模式的に示した.第 1図左側の風上側斜
面は，風によって積雪が吹き払われるために積雪深が比較的
浅い.風上側の斜閣下部には針葉樹林が成立しているが，吹
きだまりになる場所には部分的に溜原が見られる.針葉樹林
よりやや稜線上方の斜面には，ハイマツ低木林が成立する.
風が強い稜線周辺には木本が生育できず，湿原や草地が成立
している.さらに，稜線最上部は最も風が強く，植物が生育
できないため，風衝砂磯地が点在している.
一方，第 1図右側の風下側斜面では，風の巻き込みなど
によって大最の積雪がある.積雪が多く残雪となって残る場
所は需聞となり，その上部は積雪の移動による侵食のため砂
疎地となる.雪田の下側は融雪水によって謝養される湿原が
発達している.融雪水が流れ込まないやや乾いた立地にはハ
イマツが生育し，針葉樹林へと続く.このように，稜線部付
近での植生の分布は地形と季節風によって形成された積雪分
布によって形成されている.積雪量などの条件が整い湿原が
発達すると，堆積した泥炭により水分が保持されて過湿環境
となり，オオシラピソやハイマツなどの樹木が侵入できなく
なるため， r J.毘原植生と森林植生の境界は維持される[1 
このような湿原と森林の境界に関して， Takaoka [46Jは会
津駒ヶ岳の湿原の周囲に生育するオオシラピソの成長量と湿
原内外の土壌環境の調査から，森林と湿原の境界は湿原特有
の過湿な土壊環境の他に， よ と融雪後の植物の
生育時期の短さといった，積雪が形成する環境圧によって決
定されると報告している.
八甲岡山における研究 [14J[15J [16J [54J [5Jでは，
森林へ変化する途中の漉原や，浪原へ変化する途中の森林が
認められており，根原と森林聞の植生境界が移動することが
明らかになっている.また，会津駒ヶ岳の湿原の一部ではオ
オシラピソの稚樹が侵入しており，湿原と森林の境界の移動
が報告されている [48J.同様に，平ヶ岳で、も， ?函養源であ
る積雪景が減少して湿原が乾燥化し，乾燥化の影響が顕著な
瀧原の境界部において，ハイマツおよびチシマザサ，オオシ
ラピソなどの森林性の植生が侵入して温原が徐々に森林化し
ていることが確認されている [52J.このような混原の縮小
拡大に関して，本多[5 Jは北アルプス一帯で，大丸[2 J 
は秋田県然森山で積雪量と湿原の被植面積の経年変化を調査
し，積雪量の変化が残雪の消失時期を変化させることを明ら
かにし，近年は積雪量が減少傾向にあるために湿原への融雪
水の供給量が減少するとともに夏の降水も減少傾向にあるた
め，湿原への水分供給量が減少して漉原が縮小する傾向にあ
ると結論付けている.以上より，山地温原の拡大縮小，つま
り，山地湿原と亜高山性針葉樹林の境界は，積雪景という環
境条件によって変動していると考えられる.
日本の山地の積雪は，冬期に大陸から吹きつける寒冷な季
節風によってもたらされる.そのために，冬期季節風の温度
変化や吹定問数の変化といった気候変動の影響を受けやすく，
山地における積雪量は変動しやすい [23J.安田・沖津 [53J
は平ヶ岳における積雪深の経年的変動を検討し，
徐々に減少傾向にある事を明らかにし[第 2図]，その原因
として季節風の温度上昇を挙げている.
以上から，積雪は湿原を形成する環境を作りだしているが，
季節風の向き
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(安田・沖津 2006)より作成
近年の気候の変動によって積雪が減少傾向にあるために，湿
原に森林性の植物が侵入し， r壊原が森林へと変化しつつある
と考えられる. 
3. 偽高山帯の成立と変遷
東日本から東北の日本海側の多雪山地では，車高山帯針葉
樹林が成立する溢度条件の標高城でも針葉樹林が成立せず，
ミヤマナラやミヤマハンノキなどの低木広葉樹林とチシマザ
サ草原および湿原が俊市する植生帯が存在している [25J[37J 
[42J.この植生帯は偽高山帯と呼ばれており，平ヶ
津駒ヶ岳の湿原もその一部だとされている [30J.この偽高
山帯の分布は不規則で [13J，気温や積雪量などの環境要因
だけではその分布が説明できないため，最終氷期以降の植生
の分布変選から説明がおこなわれてきた.偽高山帯における
湿原の縮小と湿原への針葉樹の侵入を考える時，数十年ス
ケールの積雪量の変化だけでなく，数百，数千年スケールの
気候と植生の変遷も考慮する必要があるため，ここでは偽高
山帯の成立過程に関するこれまでの議論を整理する.
偽高山帯の成因については，残雪によって引き起こされる
植物の生育期間の短縮や残雪周辺の気温低下を原因とするも
の [12J[37J，冬期の季節風が強いために森林が成立しない
としたもの [31J，積雪圧によって樹木の生育が阻害されて
いるとするもの [29J[38Jなどのように，
によると説明されている.
しかし，その一方，現在の気候環境で、は偽高山帯の成立が
説明できないとして，最終氷期最盛期以降の植生変遷史から
説明する試みも行われている [17J[20J [41J.これらを総
説した守田 [26J[27Jによると，最終氷期最盛期から8500
年前までは，現夜偽高山帯が成立している日本海側の班高山
帯域の上部が高山ツンドラ楠生，下部が盟寒帯性針葉樹林で
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近隣の観測点より推定された平ヶ岳の積雪深と近隣の観測点(只見)の冬期平均気温の変動
あった.後氷期の温暖化と多雪化に伴って，現在から8500 
~6500年前頃には， ツンドラ植生だった標高城にはハ
イマツやダケカンパ，ツツジ科低木，ミヤマナラやチシマザ
サなどの偽高山帯によく見られる植物が優占するようになっ
た一方，亜寒帯性針葉樹林だった現在の亜高山帯下部には
ブナやミズナラをはじめとする冷温帯性落葉広葉樹林が分布
するようになり， 7500--6500年前頃にはこの標高城で湿原
が増加した.この時期に針葉樹林の分布が縮小，もしくは消
滅していたと考えられている. 6500-2500年前になると，
現夜の山地帯域にブナやミズナラをはじめとする冷温帯性落
葉広葉樹林が形成されるとともに，各地で、減少していた亜高
山性針葉樹が分布を拡大しはじめる.その後の2500年前か
ら現在にかけて，中部地方や北海道では亜高山性針葉樹はさ
らに発達するが，東北地方では増加時期が遅く，その結果，
一部の山地では針葉樹の分布を欠くようになった.このよう
に，オオシラピソを主体とする盟高山性針葉樹林は最終氷期
から後氷期にかけて起きた急激な気候変動に対応する事がで
きず一旦衰退し， 2500年以降に再び分布を拡大したが，一
部の地域では現在拡大途中であるとされている.
現在偽高山帯として認識されている山地上部の落葉樹低木
林やチシマザサ革原，湿原などは溢量指数では亜高山性針葉
樹林が成立可能な立地である.針葉樹林の分布変遷は現在も
進行していると考えられていることから，偽商山帝へむけて
針葉樹林が拡大する過程にあると考えられる.このような観
点から，現在認められている湿原へのオオシラピソなどの森
林性植物の侵入 [48J[52Jとそれに伴う湿原の縮小は，晩
氷期から現在にかけての亜高山性針葉樹林の分布拡大の一端
であるとも考えられる.
日本海側多雪地域の降需は，シベリア大陸上で形成された
非常に冷たく乾燥した集気回が，相対的に暖かい海面から熱
と水蒸気を受け取って発達した積雲によってもたらされる
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[23J.氷期には，海水準の低下により暖流が日本海へ流入 
していなかったため，冬期に日本海が結氷して日本列島は大
陸性の気候環境であった.約一万年から 8000年前までの間 
に日本海への海流の流れ込みが材各化し，降雪のメカニズム 
は現在と同様となったと考えられている [50J. このように
過去における降需のメカニズムが現在と同じであるとすると，
現在気温の上昇に伴って積需深の減少が認められていること
から [53J，4000年前以降の小氷期を合む長期的な寒冷期で
は日本海側の山岳地の積雪量は今よりもさらに多かったと
えられる.先に述べたように，湿原と森林の境界は気候変動
にともなう土壌環境などの変化によって移動するが，このよ
うな変化が永年積み重なって車高山性針葉樹林の分布が変化
してきたと考えると，小氷期から現在に至る気候の温暖化に
対応して積雪が減少し，それに伴って針葉樹林の分布が拡大
してきたと考える事が出来る.
以上から，湿原の形成要因は主に大量の積雪による低温，
過湿な環境であるが，現在湿原が成立している立地には亜高
山性針葉樹が侵入しつつある事が明らかとなった.これは，
気候の変動により積雪量が減少傾向にあるために，森林が拡
大し，湿原が縮小していることの表れであると考えられた.
これより，今後，積雪、深の減少がさらに継続すれば，混原は
オオシラピソなどを主体とする班高山性針葉樹林に変化する
と考えられる.
摘嬰
東北から中部山岳にかけての東日本の山地，特に日本海側
に近い山地には，泥炭を基盤とする混原が多数散荘している.
近年，この山地において湿原が縮小しているという報告がな
された.この山地ではその特殊な景観ゆえに，植生調査や植
生史的な研究が多数行われてきたが，山地湿原の縮小に関す
る知見はまとまったものがない.そこで，既存の研究を， 
1 )湿原の立地環境と縮小要因， 2)偽高山帯の成立と変遷，
の2点から祖原の縮小の要閣を整理した. 1)よりこの地
域の湿原の成立要因は主に積雪が作り出す寒冷多湿な環境で
あること， 2)より気候変動で一旦衰退した針葉樹林が現夜
拡大傾向にあり，湿原の縮小はそれに伴うものであることが
明らかになった.これらから，湿原の縮小の主要因は積雪量
の変動であると考察された.
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